別紙
DX教育支援プログラム講座実施業務　仕様書
　この仕様書は、標記業務について必要な事項を示すものであり、岩手県立宮古商工高等学校（以下、「甲」という。）の指示に従い、受託者（以下「乙」という。）は、責任をもって業務を実施しなければならない。
１　委託業務名
　　DX教育支援プログラム講座実施業務
２　業務の目的 

本業務委託は、甲が乙に研修企画及び研修講師派遣等を委託するもので、次の２点を目的と
する。 

(1)社会での企業、自治体などで行われているＤＸ活用事例を学習することで、生徒が将来の
職業とＤＸ技術がどう関わるか考え、ＤＸ活用技術が自身の未来につながる意識を醸成する。

(2)ＤＸ技術を実習形式で体験することで、将来ＤＸ人材として効果的に取り扱うことができ
るＤＸスキルを習得する。 
３　委託期間
令和７年10月１日（水）～令和８年２月10日（火）
４　講座会場

宮古商工高等学校商業校舎（宮古市磯鶏三丁目５番１号）

· 会場の手配は、甲で行うもの。
５　委託内容
(1)講座企画 
講座の内容は以下のとおりとする。
なお、講座のコマ数及び回数は、協議の上変更することも可とする。
　　　(ｱ)DX基礎学習・DX活用事例学習
　　　　 DXを学ぶ必要性や、その基礎知識、活用事例を学ぶことで、DXが自らの将来に繋がる
意識の醸成を目的とした講演
　（１コマ50分×４コマ程度）

　　　(ｲ)DX技術ハンズオン学習
日常での生成AI活用能力の向上を目的とした講義及び実習形式の学習活動
（１コマ50分×２コマ×４回程度）

　　　(ｳ)教職員向けDX活用支援
　　　   日々の授業等における生成AIの活用についての講義及び実際に生成AIを体験し、活用
方法などの議論を行い、今後の授業等における生成AIの活用に繋げることを目的とした
学習活動
　（90分程度×３回程度）

　　　(ｴ)ネットワーク機器運用学習
　　　   IPネットワークについて、安定した運用や管理に必要な技術要素と、その実施方法に
ついて学習するため、実際にネットワーク機器を活用し、今後の活用に繋げる実習活動
　（１コマ50分×２コマ×３回程度）
(2)講師派遣
講師の選定に当たっては、講座内容と受講予定者等に応じて適切な人選を行うこと。
(3)報告書等の作成 
　  業務を終了後、乙は委託業務完了報告書（様式１）を甲へ提出するものとする。
(4)その他
(ｱ)講座で使用するマイク、スピーカー、ホワイトボード、プロジェクター、スクリーン、
ＨＤＭＩケーブル、実習用PC等については甲が準備する。 
(ｲ)講座で使用する教材は、乙が準備し、印刷が必要な場合は甲において行う。

(ｳ)その他、必要な物品がある場合は、協議することとする。
(ｴ)DX技術ハンズオン学習については、必要に応じて、２学科を分割して受講させることも
可とする。

   (ｵ)ネットワーク機器運用学習については、使用実習機器数に応じて、学科を分割して受講
させることも可とする。
６　講座受講予定者
　 (1)DX基礎学習、DX活用事例学習…商業校舎１・２学年生徒　計196名
(2)DX技術ハンズオン学習　　　…商業校舎２学年のうち、総合ビジネス科39名・流通ビジ
ネス科34名生徒　計73名
　 (3)教職員向けDX活用支援　　 …商業校舎教職員　計30名程度
　 (4)ネットワーク機器運用学習　…商業校舎２学年のうち、情報ビジネス科　計15名
７　受託条件 
(1)乙は、本契約業務の実施に当たって、関係法令、条例、規則等を十分に遵守する。 
(2)乙は、甲の信用を失墜する行為をしない。 
(3)乙が、この委託事業の実施により知りえた個人情報の取り扱いは、情報の漏洩、毀損の防
止、その他の安全管理のための必要かつ適切な措置を講ずるものとする。
(4)乙は、本業務を行うにあたり、業務上知り得た秘密を他に漏らし、または自己の利益のた
めに利用することはできない。また、委託業務終了後も同様とする。
８　委託費用
講座実施費用
(1)教材作成費及び旅費は、講座実施費用に含めるものとする。また、印刷・郵送等の諸費用は、生
じさせないものとする。
(2)講座実施費用は、委託業務が完了し、履行確認が行われた後に支払うものとする。
９　その他
本仕様書及び契約書に定めのない事項及び業務遂行上疑義が生じた場合については、その都
度、甲と乙が協議により決定することとする。
